
（様式２）

平成２７年９月１日

　 　 　

　標記助成金について、下記の通り報告いたします。

　

　

　 　 円 　

　ボランティアさんへのお礼1,000円×15回分 　 円 　

　 　 円 　

円 　

※ 費目について細分化・特定できない場合は、「運営費充当」等の表記でも可。

合　　　　計 50,000

謝礼 15,000

　

土 曜 活 動 等 助 成 金

　

【 事 業 報 告 】
クラブ活動を希望する声があったため、今回、ＰＴＡ役員と保護者数名が中心となり、月曜日の放課後、高等部生を対象にス
ポーツ活動に取り組むこととした。生徒の安全を第一に考え活動するため、介助を要する生徒には、保護者またはボランティア
の引率を求めた結果、２３名中１３名の参加となる。指導には、障害児へのスポーツ指導知識のある民間事業所（指導者２名）に
依頼して、保護者４名が手伝いに入る。新しく始まる活動で生徒が混乱しないよう、学校の運動行事とリンクさせた内容にする。
夏までは、９月９日に開催される特別支援学級設置学校総合体育大会に向けたキックベースに取り組み、そのキックベースから
他の球技にもつなげ、秋はバレーボールやフットサルに取り組む。そして、冬は３月初旬開催のロードレースに向けて、マラソン
に取り組む。生徒たちは初回からとても楽しそうに活動している。また、指導者の説明を聞き、体験を通してどのようにすれば上
手くできるかを考えて動く姿が見られ、活動回数と共に声を掛け合うことも増えている。指導者のいない活動前後の場でも、上級
生の声掛けを待ち、ゼッケン番号順に整列し、集団で移動する等の行為ができつつあり、ルールを意識して行動している。生徒
たちが安全に活動をするために、毎回保護者が４名協力しているが、負担は大きい。活動を継続するには、保護者の負担を軽
減できるよう数名のボランティア確保が必要である。また、現段階では、高等部の一部生徒を対象に活動しているが、他学部の
生徒も参加できるよう制約をなくす工夫が必要である。

助 成 金 使 途 報 告

（ 記 録 写 真 ）

記

報 告 書

【 事 業 名 称 】 　放課後体力づくりプログラム事業「放課後スポーツクラブ」

費　目 内　　訳　　等 金　　　　額

運営費充当 35,000

全国国立大学附属学校ＰＴＡ連合会　会長　殿

学 校 名 筑波大学附属大塚特別支援学校

Ｐ Ｔ Ａ 会 長 名 戸 栗 倫 子


